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第２回横浜市旭区福祉保健活動拠点指定管理者選定委員会 議事要旨 

日 時 令和２年４月３日（金）14 時 57 分～16 時 00 分 

開 催 場 所 旭区役所本館３階第３診察室 

出 席 者 【選定委員会委員】 

委 員 長：影山 摩子弥 （横浜市立大学都市社会文化研究科教授） 

委  員：入江 ゆきよ （旭区民生委員児童委員協議会代表） 

馬場 正男  （税理士） 

前田 敏子  （録音グループエコー元代表） 

松田 文隆  （旭区老人クラブ連合会副会長） 

【事務局】 

福祉保健センター：亀井センター長 

福祉保健課   ：小河内課長、武島係長、山口、緒方 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 ・一部公開（申請団体によるプレゼンテーション及び質疑応答を申請団体関係者を

除き公開） 

・傍聴者なし 

議 事 １ 事務局説明 

(1) タイムスケジュールについて 

(2) 採点のしかたについて 

   事前の書類審査と本日の面接審査を総合的に勘案し、各項目について５段階

で評価を行う。 

(3) 選定条件について 

最低制限基準の 60％を満たす必要があること。 

 

２ 横浜市旭区福祉保健活動拠点の指定候補者選定 

 (1) プレゼンテーション及び主な質疑応答 

   申請団体：社会福祉法人横浜市旭区社会福祉協議会 

   [プレゼンテーション] 

申請団体から、団体概要及び事業計画等について説明を行った。 

   [主な質疑応答] 

・財務基盤は安定しているという話があったが、ここ数年、収入に比べて支

出がかなり増えており、このままだと将来的に運営が難しくなっていくよう

に思う。長期的に安定経営を続けていくことについて、どのように考えてい

るか。 

⇒支出が増えたことについては、共同募金に係る配分金の繰越金をなるべく

活用するようになったことが要因である。共同募金収入については、地域活

動への助成金の財源とすること等、募金の使いみちを市民にしっかり PR し、

協力いただくための努力を続けていきたい。また、プールしている福祉基金

についても、取り崩しながら、長期的に使っていきたい。 
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・事業計画書の「担当地域の特色」欄に、高齢者や障害者については記載

があったが、旭区は他区と比べて若干母子家庭が多いように感じている。

子育て支援についても目を向けてほしい。 

⇒旭区社会福祉協議会の取組として、子育て支援活動への助成金交付や、

気軽に活動を始められるよう相談支援を行っている。昨今、こども食堂等

が話題になっているが、本当に困っている方のニーズは把握できていない

ため、主任児童委員や学校関係者等、色々な方に意見を伺いながら、取組

を進めていきたい。 

 

    ・費用を集めるための PR に関連して、SR 調達（社会的責任調達）の考え

方がある。障害作業所や中小企業、LGBT や環境、ワークライフバランス等

に配慮している事業者に優先的に発注するというものであるが、法人とし

て物資調達について何か基準を定めているか。 

⇒旭区社会福祉協議会の母体組織である横浜市社会福祉協議会の方針と

して、物品等は障害作業所から積極的に調達するという基準がある。たと

えば、きらっとあさひ福祉大会の表彰者記念品等は、作業所に発注して用

意している。 

 

 (2) 審査結果 

    横浜市旭区福祉保健活動拠点 

申請団体名 総得点 

社会福祉法人横浜市旭区社会福祉協議会 796 点 

※満    点 1,100 点（委員一人あたり＠220 点×5名） 

※最低制限基準  660 点（満点の 60％） 

 

以上より、次のとおり指定管理者の候補者を選定する。 

・横浜市旭区福祉保健活動拠点 

指定候補者：社会福祉法人横浜市旭区社会福祉協議会 

 

(3) 講評 

委員を代表して委員長が講評を行った。申請団体について選定委員の評価が

高かった項目を紹介。 

・社会福祉法人横浜市旭区社会福祉協議会 

「区行政との協働」、「財務状況」、「職員の育成・研修」、 

「ボランティアに関する相談・紹介」等 

 

(4) その他 

上記の選定結果を区長に報告する。 

 

以上 
 


